
 

 

 

令和５年８月末現在の交通基盤部発注工事等事故は、21 件（前年同期 15 件）発生して

います。８月に発生した事故３件のうち、２件が道路除草業務時の飛び石による物損事

故です。道路除草業務を行う際には、飛び石防止対策を徹底するようお願いします。 

 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

  

     

令和５年度 建設工事等安全通信 

９月号 交通基盤部工事検査課 

安全対策の例 

事故関連データ 

A - p r e s s 
概 況 
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▼ ４事務所１課では工事事故発生ゼロ！              ▼ 高齢者の人身傷害事故割合は、前年度から急増！ 

除草作業時の飛び石防止対策 
 

◇安全教育の徹底  受注者及び下請業者等全ての作業員への安全教育の徹底 

◇着手前の現地調査  現地調査を実施し、あらかじめ飛散しそうな石等の障害物を除去 

◇防護装備の装着 草刈機の安全保護カバー、作業員の安全ベストや防護眼鏡など 

◇飛び石防護ネット 現地に応じた形状、使用方法、位置等の工夫 

 
防護ネットは、刃先の方向、飛び石しやすい方向等を十分考慮し適切に配置 

国土交通省近畿地方整備局 HP より引用 

【工夫①】 【工夫②】 

上部からの飛散防止 

広範囲防護ネットの使用 

横からの飛散防止 

L 型防護ネットの使用 
防護ネット 

作業エリア 車道 

補助員が配置できない 

場合は作業を中断する 

状況に応じ 

補助員の増員 

  補助員は刃の回転方向、

作業者の位置に留意する 

※事故発生率（％）＝事故件数（件）／工事・委託実施件数（件） 
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2.6倍

（高齢者：65歳以上）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A- Press について 
 

『A』は、ずばり安全（Anzen）の A 
『A』は、アルファベットの最初の文字 
 
工事等に当たり、安全は最も優先されます。 
安全意識の向上と情報共有のために、工事等の受発注者に毎
月発信していきます。 
 
 

【令和 5 年８月の工事等事故】 

１ 法面工で、上段にいた作業員が未固定のはしごを使用して降りようとし、梯子とともに転落した傷害事故 

２ 除草作業中、一時的に防護ネットを外した際の飛び石で車両の窓ガラスを損傷させた物損事故 

   ３ 除草作業中の飛び石で、車両の運転席側後部窓ガラスを損傷させた物損事故 

    


